
50 梅雨の長期予報法

は大体そのころ．

　結　　　論

　筆者の予想法は，31日ぐらい前から予想するのに降雨

日が±1日のずれ内で適中することは，かなり有効であ

ると自負している．さらにから梅雨などの異常現象の時

には，明瞭に他の年と異なった前駆現象が現われている

ようである．

　最後に常日頃からご指導戴いている大阪管区気象台長

大谷東平先生に深謝致します．また種々ご便宜を与えら

れた仁科広島地方気象台長ならびに藤本予報課長にもあ

わせて謝意を表します．
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気象の英語（16） 有住直介

　18．「……について，関して」のof，about，oコなど

　“…について，…に関して，”の意味を表わす前置詞は

たくさんあるが，代表的なものは，上記のof，about，

onである．これらはそれぞれ使い方を異にしていて混

同することはできない．要点だけを述べると，たとえば

to　tLink　of　a　peronは，“ある人が頭に浮ぶ”“ある

人のことを考える”という意味であり，to　think　abut

a　personは“ある人について，いろいろ考える”，こと

を表わす．to　speak　of　a　person，to　speak　about　a

personについても同じで，ofの方はある人自身が話題

になることを表わし，aboutの方は，ある人について何

かを話すことを意味する。つぎにaboutとonとの違

いであるが，onは講演，論文のときに使い，aboutは

一般的な話，記述に使う．to　speak　about　smo9では

スモヅグに関連したいろいろな話をするのだが，to

Speak　on　smogはスモッグにっいてのまとまった講演

をすることを意味する．onは題目を表わすのである．

　したがって，lecture（講義），treatise（論説），pa－

per（論文），essay（文芸的論文），article（論説），

controverSy（紙上の論争）などの後には，onを使い，

aboutは使わない．また論文の題目で，、～に関して”

という時は，“On～”として，“About～”とは書か

ない．また、～の物語，～の理論”などという場合，

story，theo■y，book，hand．一b①okなどの後にはofを

使い，onやaboutは使わない．

　元来，“about～”は“～のまわりに”，という意

味なので，～についての多方面な事柄が暗示されるが，

・‘on～”は・‘～に付着して”というのが原義なので，

～についてのまとまった話や文が暗示されるのだろう．

　aboutと同じ意味のものに，respecting，regarding，

conceming，touchingなどがある．

　この他asを使って・‘～に関しで’と炉う意味を表

わすものに，as　to～，as　for～，as　regards～，が

ある．as　for～とas　regards～は通例，文の初めに

おき，as　to～は置き場所に制限はない．as　for～に

は，指示の気持があって，as　for　me，というと，“他

の人は知らないが私に関しては”という意味を表わす．

またas　for～は主語になるものについて述べることが

多い．たとえば，As　for　me，I　am　quite　satis丘ed・

　as　to～と同じ意味，同じ使い方の前置詞句には，こ

の他にwith（in）respect　to～，withl（in）refer－

ence　to～，with（in）regard　to～，witk　relation

to～，i皿connection　with～，on　the　subject　of

～などがある．
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